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横
浜
市
の
社
会
資
本
の
生
産
力
効
果
に
つ
い
て
～

１
一
本
稿
の
目
的

　
社
会
資
本
整
備
の
経
済
効
果
と
し
て
は
、
一
般
的

に
「
公
共
投
資
の
景
気
浮
揚
効
果
」
な
ど
需
要
面
で

の
効
果
が
着
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
資
本
整

備
は
、
そ
れ
自
体
需
要
と
な
り
直
接
的
に
景
気
浮
揚

な
い
し
は
景
気
の
下
支
え
に
寄
与
し
、
設
備
投
資
・

個
人
消
費
と
い
っ
た
他
の
需
要
へ
の
波
及
と
い
う
間

接
的
な
効
果
も
持
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
社
会
資
本
は
そ
れ
が
何
ら
か
の
便
益
を

長
期
に
わ
た
っ
て
も
た
ら
す
か
ら
整
備
さ
れ
る
の
で

あ
り
、
社
会
資
本
の
経
済
効
果
と
い
う
と
き
は
、
本

来
そ
の
便
益
の
大
き
さ
こ
そ
が
問
題
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
中
長
期
的
視
点
で
の
社
会
資
本
の

経
済
効
果
と
は
、
社
会
資
本
が
経
済
の
生
産
力
な
い

し
は
供
給
力
を
高
め
る
効
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
横
浜
市
の
社
会
資
本
が
市
内
の

生
産
に
対
し
て
有
す
る
効
果
の
度
合
い
を
検
証
し
、

そ
の
蓄
積
状
態
が
最
適
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
ま
た

今
後
、
市
の
財
源
が
逼
迫
す
る
な
か
で
、
限
ら
れ
た

予
算
を
ど
の
部
門
の
資
本
整
備
に
充
て
る
こ
と
が
経

済
的
に
効
率
的
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
な
お
、
横
浜
市
の
社
会
資
本
を
対
象
と
し
た
こ
の

よ
う
な
研
究
は
過
去
に
な
い
。

２
一
社
会
資
本
の
定
義

　
社
会
資
本
と
は
、
国
民
生
活
の
質
の
向
上
や
経
済

社
会
の
長
期
的
な
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
な
基
盤
で

あ
り
、
そ
の
内
容
は
生
活
環
境
の
向
上
を
支
え
る
も

の
、
経
済
交
流
を
支
え
る
も
の
、
安
全
な
国
土
形
成

を
支
え
る
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　
社
会
資
本
が
民
間
資
本
と
異
な
る
点
は
、
そ
の

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
排
他
的
に
行
え
る
か
（
非
排
除

性
）
、
あ
る
い
は
そ
の
地
域
社
会
全
体
に
及
ぶ
便
益

が
利
用
者
の
享
受
す
る
便
益
よ
り
も
大
き
い
か
（
外

部
性
）
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
私
的
な
動
機
に
よ
る

投
資
の
み
に
委
ね
る
と
、
国
民
経
済
社
会
の
必
要
性

か
ら
見
て
、
そ
の
存
在
量
が
不
足
し
た
り
著
し
く
不

均
衡
に
な
る
な
ど
、
望
ま
し
く
な
い
状
態
に
置
か
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
性
質
を
有
す
る
点
、
こ
の
た
め
、

通
常
そ
の
適
切
な
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
、
法
的

規
制
を
含
め
何
ら
か
の
形
で
公
的
な
関
与
を
必
要
と

す
る
点
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
デ
ー
タ
を
作
成
す

る
都
合
上
、
社
会
資
本
に
つ
い
て
は
十
三
部
門
の
資

本
（
注
―
１
）
に
限
っ
た
。

３
一
デ
ー
タ

使
用
す
る
デ
ー
タ
は
一
九
九
〇
年
暦
年
価
格
表
示

で
実
質
化
し
た
年
度
デ
ー
タ
で
あ
り
、
期
間
は
一
九

七
五
年
度
か
ら
一
九
九
四
年
度
ま
で
で
あ
る
。

①
生
産
に
つ
い
て

ア
　
民
間
部
門
の
生
産
物
に
限
定
す
る
た
め
、
「
横

　
浜
市
の
市
民
経
済
計
算
」
（
横
浜
市
統
計
解
析
課

　
二
九
九
七
）
以
下
「
市
民
経
済
計
算
」
）
か
ら
市

　
内
総
生
産
の
う
ち
「
産
業
」
の
系
列
を
使
用
し
た
。

イ
　
デ
フ
レ
ー
タ
は
「
市
民
総
支
出
、
三
　
市
内
総

　
資
本
形
成
」
を
使
用
し
た
。

②
　
労
働
に
つ
い
て

ア
　
労
働
に
つ
い
て
は
就
業
者
数
と
労
働
時
間
の
両

　
方
を
考
慮
し
、
市
内
就
業
者
数
×
一
人
当
た
り
月

　
間
労
働
時
間
と
し
た
。

イ
　
就
業
者
数
に
つ
い
て
は
市
民
経
済
計
算
に
関
連

　
指
標
と
し
て
市
内
就
業
者
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　
た
め
こ
れ
を
用
い
た
。

ウ
　
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」

　
の
「
総
労
働
時
間
数
」
を
使
用
し
た
。

③
民
間
資
本
に
つ
い
て

　
民
間
資
本
に
つ
い
て
は
「
国
民
経
済
計
算
」
（
経

済
企
画
庁
（
一
九
九
六
）
）
と
「
民
間
企
業
資
本
ス
ト

ッ
ク
」
（
同
（
一
九
九
六
）
）
及
び
市
民
経
済
計
算
を
用

い
推
計
し
た
。
具
体
的
に
は
、
国
と
横
浜
市
の
過
去

の
設
備
投
資
比
率
か
ら
本
市
の
一
九
七
五
年
の
民
間

資
本
を
求
め
、
こ
れ
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
、
毎
年

度
除
却
率
を
乗
じ
、
設
備
投
資
額
を
足
し
上
げ
る
こ

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
・
横
浜
市
の
社
会
資
本
の
生
産
力
効
果
に
つ
い
て
～
最
適
水
準
と
効
果
的
投
資
分
野
の
検
証
～

最
適
水
準
と
効
果
的
投
資
分
野
の
検
証
～

森
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と
に
よ
り
、
各
年
度
の
民
間
資
本
を
推
計
し
た
。
除

却
率
に
つ
い
て
は
民
間
企
業
資
本
ス
ト
ッ
ク
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
し
た
。

④
　
社
会
資
本
に
つ
い
て

　
社
会
資
本
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
の
社
会
資
本
―

フ
ロ
ー
か
ら
ス
ト
ッ
ク
ヘ
―
」
（
経
済
企
画
庁
（
］
九

八
六
）
以
下
「
日
本
の
社
会
資
本
」
）
第
三
章
第
三
節

に
主
要
十
五
部
門
の
都
道
府
県
別
・
部
門
別
社
会
資

本
の
推
計
値
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち

横
浜
市
に
存
在
す
る
資
本
に
つ
き
、
日
本
の
社
会
資

本
と
「
市
町
村
税
財
政
概
要
」
（
神
奈
川
県
（
］
九
七

五
―
一
九
九
四
）
）
を
用
い
、
一
九
七
五
年
度
の
部
門

別
の
社
会
資
本
を
求
め
、
こ
れ
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と

し
毎
年
度
除
却
率
を
乗
じ
、
部
門
ご
と
に
普
通
建
設

事
業
費
を
足
し
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
各
年
度
の
部
門

ご
と
の
社
会
資
本
を
推
計
し
た
。
な
お
、
除
却
率
に

つ
い
て
は
日
本
の
社
会
資
本
第
二
章
第
三
節
に
記
載

さ
れ
て
い
る
耐
用
年
数
の
逆
数
と
し
た
。

　
ま
た
、
市
営
地
下
鉄
、
市
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

「
横
浜
市
高
速
鉄
道
事
業
決
算
書
」
お
よ
び
「
横
浜

市
自
動
車
事
業
決
算
書
」
（
両
者
と
も
横
浜
市
交
通

局
）
の
数
値
を
実
質
化
す
る
こ
と
に
よ
り
求
め
た
。

４
一
推
計
式
に
つ
い
て

　
推
計
式
に
つ
い
て
は
新
古
典
派
モ
デ
ル
を
用
い
、

横
浜
市
の
市
内
総
生
産
に
対
す
る
社
会
資
本
の
経
済

効
果
を
推
計
す
る
生
産
関
数
を
設
定
し
た
。
生
産
関

数
と
は
、
生
産
に
投
入
す
る
資
本
や
労
働
な
ど
の
生

産
要
素
投
入
量
と
生
産
物
の
最
大
可
能
な
生
産
量
と

の
技
術
的
関
係
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
コ
ブ
＝
ダ
グ
ラ
ス
型
の
生
産
関
数
（
注

―
２
）
を
仮
定
し
た
が
、
実
際
の
推
計
に
は
、
こ
の

生
産
関
数
の
対
数
を
と
り
、
誤
差
項
を
含
ん
だ
式
（
注

―
３
）
を
用
い
た
。

５
一
推
計
結
果

　
推
計
結
果
に
つ
い
て
は
表
―
―
の
と
お
り
で
あ

る
。
こ
れ
は
十
三
部
門
の
社
会
資
本
を
合
計
し
た
値

を
用
い
、
注
―
３
の
式
に
基
づ
い
て
推
計
し
た
も
の

で
あ
る
。
推
計
法
に
つ
い
て
は
、
分
散
不
均
一
、
系

列
相
関
等
の
可
能
性
が
な
い
た
め
、
最
小
二
乗
法
の

み
使
用
し
た
。

　
実
測
値
と
推
計
値
の
グ
ラ
フ
は
図
―
１
に
示
し

た
。
一
九
七
九
年
の
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不

況
期
、
及
び
一
九
八
四
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
前
の
景
気

拡
大
期
な
ど
で
残
差
が
大
き
い
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
不
況
期
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
追
っ
て
お
り
、
そ

の
他
の
期
間
は
よ
く
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
る
。
決
定
係

数
も
〇
・
九
九
一
と
説
明
力
は
悪
く
な
い
。

　
表
―
１
の
各
係
数
は
概
ね
有
意
性
も
高
く
、
符
号

条
件
も
満
た
し
て
い
る
が
、
労
働
に
つ
い
て
は
五
％

水
準
で
も
有
意
で
な
い
。
し
か
し
、
労
働
の
係
数
が

○
と
有
意
に
異
な
る
（
労
働
投
入
が
市
内
総
生
産
に

表―1　推計結果

寄
与
し
て
い
な
い
）
と
し
た
場
合
、
誤
る
確
率
は
○
・

○
五
二
と
ほ
ぼ
五
％
水
準
で
有
意
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
の
係
数
が
正
（
労
働
投
人
を
増
や
せ
ば
生
産
額
が

増
え
る
）
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
五
％
で
有
意

と
な
る
。

６
一
社
会
資
本
の
生
産
力
効
果

　
社
会
資
本
の
推
計
結
果
の
大
き
さ
は
約
〇
・
五
五

〇
で
あ
り
（
表
―
１
の
Ｇ
欄
）
、
こ
れ
は
他
の
条
件
を

一
定
（
民
間
部
門
の
投
入
量
を
変
え
な
い
）
と
し
た

場
合
、
社
会
資
本
一
％
の
増
加
が
市
内
総
生
産
を

〇
・
五
五
％
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の

推
計
値
は
日
本
の
マ
ク
ロ
生
産
関
数
に
よ
り
推
計
さ

れ
た
他
の
論
文
の
推
計
値
と
比
較
す
れ
ば
大
き
な
値

で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
の
社
会
資
本
は
横
浜
市

に
存
在
す
る
社
会
資
本
全
体
で
は
な
く
十
三
部
門
に

限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
社
会
資
本
の
係
数
に
つ
い

て
は
地
方
よ
り
都
市
部
が
大
き
い
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
都
道
府
県
別
の

推
計
を
行
っ
た
浅
子
・
常
木
・
福
田
・
照
山
・
塚

本
・
杉
浦
（
一
九
九
五
）
の
神
奈
川
県
の
推
計
結
果

〇
・
四
三
（
推
計
期
間
一
九
七
五
―
一
九
八
八
）
と

比
較
し
て
も
、
ほ
ぼ
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
結
果
を
も
と
に
横
浜
市
の
社
会
資
本
の
限
界

生
産
性
（
生
産
要
素
一
単
位
の
増
加
が
市
内
総
生
産

に
影
響
を
及
ぼ
す
度
合
い
）
を
計
算
す
る
と
、
推
計

期
間
中
は
平
均
で
〇
・
六
六
一
で
あ
り
、
直
近
の
一

九
九
四
年
の
数
値
合
・
六
三
〇
）
を
使
っ
た
場
合
で

も
、
社
会
資
本
百
万
円
の
増
加
は
、
市
内
総
生
産
を

単
年
度
で
約
六
十
三
万
円
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
公
共
投
資
が
行
わ
れ
、
一
度
形
成
さ
れ
た
社
会

資
本
は
、
当
該
年
度
以
降
何
十
年
に
も
わ
た
り
生
産

図―1　実測値と推計値
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注－2　生産関数

Ｙt＝Ｆ（Ｌ、（ＵＫ）、Ｇ、t）

　＝At・f（Lt、（ＵＫt）、Gt）＝Aｔ・Ltα・（ＵＫt）β・Gtγ

Yt: t期の横浜市の市内総生産

At: t期の中立的技術進歩をあらわす係数

Lt: t期の民間部門の労働投入

Kt: ｔ期の民間資本額

Gt: t期の社会資本額

Ut:稼働率

注－３　推計式

logYt=logAt＋αlogLt＋βlog（UKt）＋γlogGt＋u t

ここで、log At = a十δf（t）とし、ａは定数項、f （t）は

タイムトレンドである。



投
入
要
素
と
し
て
機
能
す
る
た
め
、
社
会
資
本
の
増

加
分
か
ら
将
来
に
わ
た
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
生
産
増

の
累
計
は
巨
額
の
も
の
と
な
る
。
社
会
資
本
の
耐
用

年
数
は
平
均
三
十
年
程
度
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
百
万
円
の
社
会
資
本
整
備
を
行
う
と
最
終
的
に

は
お
よ
そ
二
千
万
円
の
市
内
総
生
産
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
近
年
に
お
け
る
財
政
逼

迫
状
況
が
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
社
会
資
本
の
伸
び
の

低
下
は
、
市
内
に
お
け
る
生
産
活
動
に
対
し
て
無
視

で
き
な
い
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

７
一
社
会
資
本
の
最
適
性

　
本
節
で
は
、
横
浜
市
の
社
会
資
本
の
蓄
積
状
態
が

最
適
性
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
。

ま
ず
社
会
資
本
の
最
適
性
に
つ
い
で
、
理
論
的
に
は

注
―
４
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

　
こ
れ
は
民
間
資
本
及
び
社
会
資
本
の
限
界
生
産
性

が
労
働
人
口
成
長
率
と
等
し
い
こ
と
が
資
本
蓄
積
の

最
適
性
の
要
件
と
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
推

計
結
果
お
よ
び
デ
ー
タ
か
ら
社
会
資
本
と
民
間
資
本

の
限
界
生
産
性
お
よ
び
労
働
人
口
成
長
率
を
求
め
る

と
表
－
２
の
よ
う
に
な
る
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
急
速
に
社
会
資
本
と
民
間
資
本

の
限
界
生
産
性
の
差
は
縮
小
し
て
き
て
い
る
が
、
推

計
期
間
中
一
貫
し
て
社
会
資
本
の
限
界
生
産
性
が
民

間
資
本
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
社
会

資
本
の
ほ
う
が
民
間
資
本
よ
り
も
耐
用
年
数
が
長
い

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
ト
ー
タ
ル
の
生
産
力
効
果
は

民
間
資
本
の
そ
れ
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
資
本
の
ト
ー
タ
ル
の
便
益
は

数
字
に
表
れ
る
よ
う
な
生
産
力
効
果
よ
り
も
さ
ら
に

大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
両
資
本
の
限
界
生
産
性
は
い
ず
れ
も
労
働

人
口
成
長
率
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
社
会
資
本

も
民
間
資
本
も
最
適
な
水
準
に
比
べ
不
足
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
不
足
の
度
合
い
に
つ
い
て
は
社

会
資
本
が
民
間
資
本
を
上
回
っ
て
い
る
。

８
一
部
門
別
の
社
会
資
本
の
生
産
力
効
果

　
最
後
に
、
社
会
資
本
を
部
門
別
に
分
け
、
そ
れ
が

市
内
総
生
産
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
影
響
を
有
し
て

い
る
か
を
考
察
す
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
部
門
別

の
社
会
資
本
を
モ
デ
ル
に
含
め
る
と
多
重
共
線
性
や

自
由
度
不
足
の
問
題
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
回
避
す
る
た
め
、
社
会
資
本
に
つ

い
て
は
部
門
ｉ
の
み
を
考
慮
す
る
「
除
外
変
数
モ
デ

ル
」
を
用
い
て
推
計
し
た
（
注
―
５
）
。

　
表
―
３
は
注
－
５
式
に
基
づ
き
、
十
三
部
門
そ
れ

ぞ
れ
を
推
計
し
た
結
果
で
あ
り
、
係
数
の
大
き
い
も

の
か
ら
順
に
並
べ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
社
会
資
本

は
市
内
の
総
生
産
に
対
し
て
お
お
よ
そ
正
の
効
果
を

持
っ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
除
外
変
数
モ
デ
ル
を
用
い
て
い
る
た

め
、
そ
の
社
会
資
本
の
推
計
値
は
偏
り
を
持
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
偏
り
の
大
き
さ
と
方

向
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
表
―
４
は
各
資
本
の
係
数
の
偏
り
と
方
向
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
推
計
値
が
１
を
超
え
た
「
水
道
」
や

ト
ー
タ
ル
の
社
会
資
本
よ
り
も
大
き
な
推
計
値
を
示

し
て
い
る
「
公
共
賃
貸
住
宅
」
に
つ
い
て
は
上
方
に

大
き
な
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
有
意
に
負
の
値
を
取
っ
た
「
農
業
」

及
び
有
意
性
は
低
い
も
の
の
負
の
値
を
取
っ
て
い
る

注－4　社会資本の最適性

　　　　f k＝nかつfｇ＝n

　　　　ただしfkは民間資本の限界生産性、

　　　　fgは社会資本の限界生産性､

　　　　ｎは労働人口成長率

注－５　社会資本の部門別生産力効果

Yt＝At・f (Lt、(UKt)、Git）:ただしGiは部

門ｉの社会資本

実際の推計式は注－3式を援用し、次のとおり

とする。

logYt＝a ＋αlogLt＋βlog（U K t）＋γilogGit

　　　＋δf（t）＋Ut

「
工
業
用
水
道
」
と
い
っ
た
部
門
で
は
、
推
計
値
が

大
き
く
下
方
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
以
上
か
ら
部
門
別
の
社
会
資
本
の
係
数
を
考
察
す

る
と
、
市
内
総
生
産
に
対
し
有
意
に
高
い
正
の
値
を

示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
門
は
、
「
治
水
」
、
「
道

路
」
、
「
港
湾
」
で
あ
る
。
「
道
路
」
、
「
港
湾
」
な
ど

産
業
基
盤
が
市
内
総
生
産
に
対
し
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
昼
夜
間
人
口
比

率
が
Ｉ
〇
〇
を
下
回
る
横
浜
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

資
本
の
整
備
が
急
が
れ
る
理
由
が
あ
る
。

　
ま
た
、
ひ
と
た
び
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
と
、

数
日
に
わ
た
り
生
産
活
動
が
停
止
し
、
そ
の
復
旧
に

は
多
大
な
時
間
と
費
用
が
か
か
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
「
治
水
」
部
門
の
ス
ト
ッ
ク
が
市
内
総
生
産
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
納
得
の
い
く
も
の
で

あ
る
。
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
都
市
は
、
た
と
え
魅
力

が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
リ
ス
ク
を
冒
し
て
ま
で
企
業

が
進
出
し
た
り
、
集
落
が
形
成
さ
れ
に
く
い
こ
と
は

想
像
に
難
し
く
な
い
。
「
安
全
」
・
「
安
心
」
・
「
安
定
」

し
た
市
民
生
活
の
向
上
が
市
内
総
生
産
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
Λ
経
済
局
消
費
経
済
課
消
費
生
活
係
長
Ｖ

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
・
横
浜
市
の
社
会
資
本
の
生
産
力
効
果
に
つ
い
て
～
最
適
水
準
と
効
果
的
投
資
分
野
の
検
証
～

表－3　除外変数モデルによる部門別社会資本の推計

除外変数モデルによる偏りの大きさと方向性表－4
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表－2　社会資本と民間資本の限界生産性及び労働人口成長率
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